せない ことが 多少 怪しみ をう け て も、 真の 秘密が 見破 

られる こと は 有り ッ こない とべ ク助は 自負して いた。 

油断の ならない 五 忘 だが、 肌 を 見ない 限り は、 ほかに 

見破る 手掛リ はない はず だ。 

「小 野の 小町の 弟の 朝臣 だな ァ。 ハツ ハツ ハァ」 

と、 又しても チクリと やられた が、 何 を小癩 なと、 

もうべ ク助は 相手に ならない ことにし ていた。 

すると、 五 忘 は 高笑い。 

じ ら 、, や 

「な ァ、 べク助 朝臣。 ガマと 自雷也 をし ょッ てち ゃァ 

重たかろう」 

まさにべ ク 助の 心臓 を 突き刺す 一言。 人殺し、 牢破 



棒の 両端が 交互に 襲い かかる が、 一端 を 見つめて い 

ると き、 思い も よらぬ 方角から 他の 攻撃が 起り、 ただ 

目が くらみ、 為す ところ を 失う のみであった。 

杖 術の 存在 を 知り、 その 攻撃 法 を 知り、 それに 対し 

て 特に 訓練した 者で なければ、 いかな 剣の 巧者で も 十 

三の サ チコに してやられる のが 当然な ので ある。 

カラ テの広 西 五段 は 日本 カラ テ界の 最高峰の 一 人 だ 

が (名人の 次に は 五段が 最高 位で ある) 杖 術に はとて 

も 敵対で きません、 と 語って いるので ある。 

ふり かぶって 振りお ろす 剣に は 広さが 必要 だが、 四 

尺 二 寸の杖 は、 四 尺 ニ寸の 手の 幅が 上下に ありさえ す 



者で ある こと は 明らかであろう。 ッン ボとメ クラの ほ 

かに は 出入り を 許さぬ というから、 人に 知られて は 困 

る 秘密が あるに 相違な かろう。 

五 忘の タクラ ミは 分らない が、 ニセッ ンボで 普請 を 

仕上げる までに は 五 忘の 奴に も 分らない 秘密が 握れる 

かも 知れない。 こいつ は 一仕事、 しがいが あると 考え 

た。 

* 

普請 は 福助の 三次 郎と平 戸久 作の 娘 葉 子の 新婚の た 



「ようし。 さがれ。 それが その 方ら の 本心 か。 大 狸に 

化かされるな。 今に 目の さめる 時が くる ぞ」 

て い ちょ う 

二人の 若者 は それに は 答えなかった。 ただ 鄭重に 

会釈して、 静かに 退去した。 口 ー ソクの ゆれる 火影に、 

主人の 顔が 一 ッ 残った。 まるで 気の 狂った 猫の ように、 

その 目に 憎悪の 閃光が 宿って いる。 べク助 はこ こで も 

背筋 に 悪感の 走る の を 覚えた。 

「どういう 関係の 奴ら だろう。 まるで ォレに は 解せな 

ヽ 、、ゝ I 

レカ」 

と、 ベ ク助は 邸 を 脱出して 帰途に ついた。 主人の 標 

札 だけ は 見て きたが、 山本定 とあった。 



派に しとげて 怪物 どもの 鼻 を あかして やろうと 決意 を 

か.. こく ン」 こ o 

そこでべ ク助は 普請に 精魂 を 傾けた。 一手に 大工 も 

左官 も 屋根屋 もやる。 九月 上旬から かかって 十二月の 

半ばに 八 畳と 四畳半と 三 畳に 台所 をつ けた 小さな 別宅 

が 完成した。 一 人で 仕上げた にして はたし かに 見事な 

出来。 ところが 台所の 板 を あげる と 下が 物置に なって 

いる。 物置の 四方が 塗り こめられ ていて 縁の下との 仕 

切リは 完全の ようで あるが、 実は 幅 三尺、 高さ 二 尺の 

石の 力べ が 動く ように 出来て いる。 この 苦心 は ナミ 大 

ていな ことで はなく、 しかし 堂々 とやって のけた。 



しらべて みると、 お 紺の 父の 三 休と 兄の 五 忘で はな 

いか。 まさに 密室 殺人と はこの ことで、 下の 物置 は 四 

囲 をぬ りかた めて、 出る こと も、 はいる こと もで きな 

ヽ o 

レ 

しかも 物置の 内部 だけが 血の 海で、 台所に 一滴の 血 

がない の を 見る と、 この 中で 殺された としか 思われな 

ヽ o 

レ 

さすがの 島 田 幾 之 進 も 茫然と して 考える こと もまと 

まらない。 ようやく 放心 を 押し 鎮めて、 三次 郎に 向い、 

「どうも、 解し がたい ことが 起った もの だ。 二人の 坊 

主が、 どこ を どうして、 この 中で 殺されて いるの か 判 



飛ばなかった と 考えた のです。 なぜなら 二 ッの壁 は 向 

い 合って いた。 ですから、 犯人が 血 を さえぎった 反対 

側 は、 被害者の 背中の 側 だと 考えた のです。 ところが 

被害者の 一 人 は クビの 動脈 も きられて いるし、 一 人 は 

横にく の 字に 折れて います。 背後に も 血が とぶべき で 

あった。 すると、 そのと き、 その 壁 は 開いて いたの だ _ 

まさしく、 それに 相違ない。 有りうる が 故に、 起る の 

だ。 加害者 は 壁が あいて、 被害者の もぐりこ むの を、 

待ち伏せて いたのです」 

翌朝、 新 門の 辰 五郎の 乾 分に 応援 をた のんで 縁の下 

へ もぐっても らうと、 彼 は 難なく、 その 石の 壁 を あけ 



行囊に 金の 延棒 を 百 三十 本 ほど つめこんで ぶらさげて 

来たと いう。 もとより 真 疑の ほど は 明らかで ない が、 

その 金の 延棒がなかった こと は 家 探しの 結果 明らかで 

あるが、 巷説 を 信じて 坊主 父子が 麻の 袋 を ぶらさげて 

盗みに 入つ たと 見る Y と はでき る。 

しかし、 べク 助に 抜け道の 細工 を やらせる ほどの 計 

画 を 立てる からに は、 もっと 確かな 見込みが あっての 

ことで はなかろう か。 すると、 家 探しの 結果、 見落し 

ている 場所が 有りうる であろう か。 

新 十 郎は平 戸久 作と 大坪彦 次郎の 関係、 葉 子と 鉄 馬 

の 破談 の テン マツ や、 新しい 結婚の テン マツな ど は、 



ると 地下で もない 場所」 

そのと き 島 田 幾 之 進が、 セキ 払い をした。 それ は 笑 

い を かみ 殺して いるよう にも 見えた。 彼 は 笑み をた た 

えて、 叫んだ。 

「まぼろしの 塔！」 

「まぼろしの 塔？」 

「左様です。 まぼろし は、 目に 見えます。 あまり 良く 

目につき すぎる もの は、 誰の 目に も 止り ません。 これ 

が、 まぼろしの 塔です。 皆さん 一番よ く 見て いた もの _ 

あんまり ハツ キリ 見えす ぎる ので、 気がつかなかった 

もの。 それ、 道場の 土間の 敷石 を ごらんなさい。 それ 



がみん な 金の 延棒な のです。 この 道場 は 私の まぼろし 

の 塔な のです。 私、 またの 名 は 白 …… 」 

新 十郎は 笑みに 応じて さえぎった。 

「私の 耳 は ッンボ です よ。 仰 有る 言葉 はき こえません _ 

では、 大陸へ お渡り 下さい。 蔭ながら 御 奮闘 を 祈る 者 

が 二人 ありと 御 記憶 下さい。 一 人 はさ さやかな 結 城 新 

十郎。 他の 一 名 は 天下の勝 海 舟 先生」 

「次に 田舎 通人 神仏 混合 花廼屋 先生！」 

「次に 天下の 泉 山 虎之介！」 

島 田 一 門が 拍手の 代りに ゲ タゲタ 笑いく ずれた の は 

虎之介に 気の毒で あつたが、 実質的に それが 当然の 報 



底本： 「坂 口 安吾 全集 2」 筑摩 書房 

1998 (平成^) 年 n 月^日 初版 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本 " 「小説 新潮 第五 卷第 一 五 号」 

1951 (昭和^) 年匸月 ー 日 発行 

初出 ： 「小説 新潮 第五 巻 第 一 五 号」 

1951 (昭和^) 年に 月 ー 日 発行 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

入力 .. 

校正 " 松 永正敏 

2 006 年 5 月^日： g: 成 



青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



